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今回は、非認知能力を育むために効果が高い「保護者の言葉がけ」を紹介します。 

次代を担う 
子どもたちに育みたい 「生きる力」 

 

なぜ今、「生きる力」が求められるのでしょうか。 

それは 21 世紀になり、時代の変化がますます加速する中で、今の子どもたちは

保護者世代が育ったころとは違う世界を生きているからです。先行き不透明な現

代社会では、保護者世代の常識は通用しないことがあります。自分らしく幸せに生

き抜くためには、変化に柔軟に適応しながら自分らしく生きる力、そして、困難が

あってもそのときのベストな道を見つけて乗り越える力「非認知能力」が必要にな

ります。 

非認知能力を伸ばすのに家庭は最も効果的な場所 

信頼する保護者の存在 

信頼しているからこそお子さ

んは、真似したり、お手本にした

りします。 

スピードが速い 

保護者が実践しようと思えば、すぐに取り組むことができます。 

継続性がある 

非認知能力を育むには続けるこ

とが大切です。家庭では、日々の積

み重ねが自然に育まれていきます。 



 

   

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献  非認知能力を伸ばすコツ 中山芳一 

 

 

聞く：話すは 

「８０：２０」の割合で 

 「非認知能力」を伸ばす 

その１ 

その２ 

保護者の言葉がけのコツ 

子どもは無限の能力や可能性をもっています。これを最大限伸ばしてあ

げたいと誰もが思うのではないでしょうか。その時に大切になるのが非認

知能力です。そして、最も子どもの非認知能力を育める場所が家庭だと言

われています。ぜひ、今日から肯定的な向き合い方や言葉かけを生活の中

に取り入れてみられてはいかがでしょう。 

言葉で伝えるときの基本は 

「肯定・質問・論理」 

保護者は 、 「 聞 く 80％ 、話 す

20％」の割合を心がけ、お子さんの

話をたくさん聞いてあげましょう。 

「話を聞いてもらえる」それ

だけでお子さんは安心します。

お子さんは、自分の存在と価

値を肯定してもらえて「自分は

大切にされている」「ここに居

ていいんだ」と感じます。 

話すときは「肯定的」な言葉かけ

を心がけましょう。ちょっと変わった意

見だと感じても、まずは肯定的に聞

きましょう。その後「どうしてそう思う

の？」と、お子さんの思考力を育むた

めに「質問」しましょう。 

しつけやルールを徹底させようと

する場合、つい感情的になってしま

うこともあります。そんな時こそ、感

情的に命令や指示、𠮟責をするので

はなく、理由や根拠が分かるように

「論理的」に伝えることが大切です。 


